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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成すること
と、ここにおいて、
　　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複
数ビットを介して提供され、前記１または複数ビットの異なる値は、前記１つまたは複数
のワイヤレスノードによるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルの異なる組合
せにマッピングする、
　　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つが、前記
チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するためにパリティビットとして
使用されるように構成される、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記１または複数ビットにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に
少なくとも基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
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　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得することと、ここにおいて、
　　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複
数ビットを介して提供され、前記１または複数ビットの異なる値が、前記装置によるＭＵ
通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルの異なる組合せにマッピングし、
　　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つがパリテ
ィビットである、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定することと、
　前記チャネルボンディング情報における前記少なくとも１つのパリティビットに基づい
て、前記チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出することと、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力することと、
　を備える、方法。
【請求項４】
　前記１または複数ビットにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に
少なくとも基づき、
　ＭＵ通信に利用可能な前記１つまたは複数のチャネルの前記決定は、前記１または複数
ビットに少なくとも基づく、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ビーコンまたはターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）要素のうちの少なくとも１つ
を取得することと、
　前記ビーコン、前記ＴＷＴ要素、または前記フレームのうちの少なくとも１つにおける
インジケーションに基づいて、前記装置への前記１つまたは複数のチャネルの割り当てを
決定することと、ここにおいて、前記インジケーションは、ある量の時間の間、有効であ
る、
　をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成するため
の手段と、ここにおいて、前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフ
ィールドの１または複数ビットを介して提供され、前記１または複数ビットの異なる値は
、前記１つまたは複数のワイヤレスノードによるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数の
チャネルの異なる組合せにマッピングする、
　　前記チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するためにパリティビッ
トとして前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つを使
用するための手段と、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するための手段と、ここにおいて、
　　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複
数ビットを介して提供され、前記１または複数ビットの異なる値が、前記装置によるＭＵ
通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルの異なる組合せにマッピングし、
　　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つがパリテ
ィビットである、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するための手段と、
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　前記チャネルボンディング情報における前記少なくとも１つのパリティビットに基づい
て、前記チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するために手段と、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項８】
　請求項１～２または３～５のうちの何れか一項に従った方法を実行するための命令を備
えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１５年４月２１日付で出願された米国仮特許出願番号第６２／１
５０，５９７号、および２０１６年３月３１日付で出願された米国特許出願第１５／０８
７，７３８号の利益を主張し、それは、全体として参照によって本明細書に組み込まれて
いる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のある特定の態様は概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、チ
ャネルボンディングのためのレガシ対応シグナリング（legacy compatible signaling）
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムのために求められる、増加する帯域幅要件の課題に対処
するために、複数のユーザ端末が高いデータスループットを実現しながらチャネルリソー
スを共有することによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするように、
種々のスキームが開発されている。多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術は、次世代通信システ
ムのための一般的な技法として近年出現してきた、１つのこのようなアプローチを表す。
ＭＩＭＯ技術は、米国電子電気学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格のようないくつかの新
興のワイヤレス通信規格において採用されてきた。ＩＥＥＥ８０２．１１規格は、短距離
通信（たとえば、数十メートルから数百メートルまで）用にＩＥＥＥ８０２．１１委員会
によって開発されたワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）エアインターフ
ェース規格のセットを指す。
【０００４】
　[0004]ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために、複数（ＮＴ個）の送信アンテナおよ
び複数（ＮＲ個）の受信アンテナを用いる。ＮＴ個の送信アンテナおよびＮＲ個の受信ア
ンテナによって形成されたＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルとも称される、ＮＳ個の独
立チャネルに分解され得、ここで、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立チ
ャネルの各々は、ある一次元（a dimension）に対応する。複数の送信および受信アンテ
ナによって作り出される追加の次元が利用される場合、ＭＩＭＯシステムは、向上した性
能（たとえば、より高いスループットおよび／またはより大きな信頼性）を提供しうる。
【０００５】
　[0005]単一のアクセスポイント（ＡＰ）および複数のユーザ局（ＳＴＡ）をもつワイヤ
レスネットワークでは、アップリンク方向とダウンリンク方向との両方で、同時送信が異
なる局に向けて複数のチャネル上で生じうる。このようなシステムには、多くの課題（ch
allange）が存在する。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。該装置は
概して、１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能
な１つまたは複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成す
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るように構成された処理システム、および送信のために該フレームを出力するように構成
された第１のインターフェースを含む。
【０００７】
　[0007]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。該方法は
概して、第１のインターフェースおよび１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチ
ユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを示すチャネルボンディング
情報を有するフレームを生成すること、および送信のために該フレームを出力することを
含む。
【０００８】
　[0008]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。該装置は
概して、１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能
な１つまたは複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成す
るための手段、および送信のために該フレームを出力するための手段を含む。
【０００９】
　[0009]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体を提
供する。該コンピュータ可読媒体は概して、１つまたは複数のワイヤレスノードによるマ
ルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを示すチャネルボンディ
ング情報を有するフレームを生成すること、および送信のために該フレームを出力するこ
とのための命令を記憶している。
【００１０】
　[0010]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のためのアクセスポイントを提供す
る。該アクセスポイントは概して、少なくとも１つのアンテナ、１つまたは複数のワイヤ
レスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを示
すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成するように構成された処理システム
、および該少なくとも１つのアンテナを介した送信のために該フレームを出力するように
構成された第１のインターフェースを含む。
【００１１】
　[0011]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。該装置は
概して、チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するように構成された第１の
インターフェース、該フレームに含まれる該チャネルボンディング情報に基づいて、マル
チユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するように構成され
た処理システム、およびＭＵ通信に利用可能であると決定された該チャネルのうちの該１
つまたは複数上での送信のためにデータを出力するように構成された第２のインターフェ
ースを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。該方法は
概して、チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得すること、該フレームに含ま
れる該チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１
つまたは複数のチャネルを決定すること、およびＭＵ通信に利用可能であると決定された
該チャネルのうちの該１つまたは複数上での送信のためにデータを出力することを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。該装置は
概して、チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するための手段、該フレーム
に含まれる該チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可
能な１つまたは複数のチャネルを決定するための手段、およびＭＵ通信に利用可能である
と決定された該チャネルのうちの該１つまたは複数上での送信のためにデータを出力する
ための手段を含む。
【００１４】
　[0014]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体を提
供する。該コンピュータ可読媒体は概して、チャネルボンディング情報を備えるフレーム
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を取得すること、該フレームに含まれる該チャネルボンディング情報に基づいて、マルチ
ユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定すること、およびＭＵ
通信に利用可能であると決定された該チャネルのうちの該１つまたは複数上での送信のた
めにデータを出力することのための命令を記憶している。
【００１５】
　[0015]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノードを提供す
る。該ワイヤレスノードは概して、少なくとも１つのアンテナ、該少なくとも１つのアン
テナを介してチャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するように構成された第
１のインターフェース、該フレームに含まれる該チャネルボンディング情報に基づいて、
マルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するように構成
された処理システム、およびＭＵ通信に利用可能であると決定された該チャネルのうちの
該１つまたは複数上での該少なくとも１つのアンテナを介した送信のためにデータを出力
するように構成された第２のインターフェースを含む。
【００１６】
　[0016]本開示の態様はまた、上で説明された装置および動作に対応する様々な方法、手
段、およびコンピュータプログラム製品を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本開示のある特定の態様にしたがった、例となるワイヤレス通信ネットワークの
図である。
【図２】本開示のある特定の態様にしたがった、例となるアクセスポイントおよび例とな
るユーザ端末のブロック図である。
【図３】本開示のある特定の態様にしたがった、様々なプライマリおよびセカンダリチャ
ネル帯域幅を例示する。
【図４】本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレスデバイスによって実行されう
る例となる動作を例示する。
【図４Ａ】図４で例示された動作を実行する能力を有する例となる手段を例示する。
【図５】本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレスデバイスによって実行されう
る例となる動作を例示する。
【図５Ａ】図５で例示された動作を実行する能力を有する例となる手段を例示する。
【図６Ａ】本開示のある特定の態様にしたがった、例となる物理レイヤ集中プロトコル（
ＰＬＣＰ：Physical Layer Convergence Protocol）プロトコルデータユニット（ＰＰＤ
Ｕ）フレームフォーマットを例示する。
【図６Ｂ】本開示のある特定の態様にしたがった、例となるサービスフィールドフォーマ
ットを例示する。
【図７Ａ】本開示のある特定の態様にしたがった、様々なプライマリおよびセカンダリチ
ャネル帯域幅割り振りを例示する。
【図７Ｂ】本開示のある特定の態様にしたがった、サービスフィールドのスクランブラ初
期化部分についての例となるチャネルインデックスマッピングを例示する。
【図７Ｃ】本開示のある特定の態様にしたがった、サービスフィールドのリザーブされた
部分についての例となるビットマップを例示する。
【図８】本開示のある特定の態様にしたがった、ダウンリンク（ＤＬ）チャネルボンディ
ングシグナリングの例となるタイムラインを例示する。
【図９】本開示のある特定の態様にしたがった、その後に代替一時プライマリチャネル（
alternate temporary primary channel）上でのＰＰＤＵ送信が開始される時間が、プラ
イマリチャネル上での送信が開始される時間よりも長いことがあることを例示する。
【図１０】本開示のある特定の態様にしたがった、ダウンリンク（ＤＬ）ＰＰＤＵについ
てのチャネルボンディングシグナリングの例となるタイムラインを例示する。
【図１１】本開示のある特定の態様にしたがった、アップリンク（ＵＬ）ＰＰＤＵについ
てのチャネルボンディングシグナリングの例となるタイムラインを例示する。
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0033]本開示の態様は、チャネルボンディングをサポートする局（ＳＴＡ）（たとえば
、非レガシＳＴＡ）によって復号可能でありうる情報（たとえば、チャネルボンディング
情報）をレガシフレームにおいて隠すことによって、ＭＵ通信チャネルボンディングのた
めのレガシ対応シグナリングを提供するための技法を提供する。
【００１９】
　[0034]本開示の様々な態様が、添付の図面を参照して以下でより十分に説明される。し
かしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化され得、本開示全体を通じて提示され
るあらゆる指定の構造または機能に限定されると解釈されるべきではない。むしろ、これ
らの態様は、本開示が徹底的で完全となり、当業者に本開示の範囲を十分に伝えることに
なるように提供される。本明細書における教示に基づいて、本開示のいずれの他の態様か
らも独立して実装されようと、本開示のいずれの他の態様と組み合わされようと、本開示
の範囲が本明細書で開示される開示のいずれの態様もカバーするように意図されているこ
とを、当業者は認識すべきである。たとえば、本明細書で述べられる態様のあらゆる数を
使用して、装置が実装されうる、または方法が実施されうる。加えて本開示の範囲は、本
明細書で述べられる本開示の様々な態様の他に、または本開示の様々な態様に加えて、他
の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置または方法を
カバーするように意図されている。本明細書で開示される開示のいずれの態様も、請求項
の１つまたは複数の要素によって具現化されうることは理解されるべきである。
【００２０】
　[0035]「実例的（exemplary）」という言葉は、「例、事例、または例示としての役目
をする」を意味するように本明細書では使用される。「例示的」と本明細書で説明される
いずれの態様も、必ずしも、他の態様よりも好まれる、または有利であると解釈されるべ
きではない。
【００２１】
　[0036]特定の態様が本明細書で説明されるものの、これらの態様の多くのバリエーショ
ンおよび置換が、本開示の範囲内に含まれる。好まれる態様のいくつかの利益および利点
が言及されるものの、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるよう
には意図されていない。むしろ、本開示の態様は、種々のワイヤレス技術、システム構成
、ネットワーク、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そ
のうちのいくつかは、好まれる態様の以下の説明においておよび図において、例として例
示される。詳細な説明および図面は、限定するよりもむしろ本開示を単に例示しているに
過ぎず、本開示の範囲は、添付の請求項およびそれらの同等物によって定義される。
【００２２】
　例となるワイヤレス通信システム
　[0037]本明細書で説明される技法は、直交多重化スキームに基づく通信システムを含む
、様々なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用されうる。このような通信
システムの例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周
波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）システム等を含む。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータを同
時に送信するために、足るだけの異なる方向を利用しうる。ＴＤＭＡシステムは、複数の
ユーザ端末が、異なる時間スロットに送信信号を分割することによって同じ周波数チャネ
ルを共有することを可能にし得、各時間スロットは、異なるユーザ端末に割り当てられる
。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分化する変調
技法である直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、ト
ーン、ビン等とも呼ばれうる。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアが、データで独立して変調
されうる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅中で分配されるサブキャリア上で
送信するためにインターリーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を、隣接するサブキャリア
のブロック上で送信するために局所化された（localized）ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を、
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または隣接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するために強化されたＦＤＭＡ（
ＥＦＤＭＡ）を利用しうる。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数ドメインにお
いて、およびＳＣ－ＦＤＭＡでは時間ドメインにおいて送られる。
【００２３】
　[0038]本明細書における教示は、様々な有線またはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれうる（たとえば、様々な有線またはワイヤレス装置内で実装されうる、ま
たは様々な有線またはワイヤレス装置によって実行されうる）。いくつかの態様では、本
明細書における教示にしたがって実装されるワイヤレスノードは、アクセスポイントまた
はアクセス端末を備えうる。
【００２４】
　[0039]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地ト
ランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無
線ルータ、無線トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービス
セット（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の専門用語を備え
うる、これらとして実装されうる、またはこれらとして知られうる。
【００２５】
　[0040]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、モバイル局、遠隔局
、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ユーザ局
、または何らかの他の専門用語を備えうる、これらとして実装されうる、またはこれらと
して知られうる。いくつかの実装では、アクセス端末は、セルラ電話、コードレス電話、
セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」
）局、パーソナルデジタルアシスタント（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハ
ンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの
他の適した処理デバイスを備えうる。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数
の態様は、電話（たとえば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（たとえ
ば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ポータブルコンピューティングデバイス
（たとえば、パーソナルデータアシスタント）、エンターテイメントデバイス（たとえば
、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、全地球測位システムデバイス、あ
るいはワイヤレスまたは有線媒体を介して通信するように構成されるあらゆる他の適した
デバイスに組み込まれうる。いくつかの態様では、ノードは、ワイヤレスノードである。
そのようなワイヤレスノードは、たとえば、有線またはワイヤレス通信リンクを介した、
ネットワーク（たとえば、インターネットまたはセルラネットワークのような広域ネット
ワーク）のための接続、またはネットワークへの接続を提供しうる。
【００２６】
　[0041]図１は、アクセスポイントおよびユーザ端末をもつ多元接続多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）システム１００を例示する。簡潔さのために、図１には１つのアクセスポイント１
１０のみが図示される。アクセスポイントは一般に、ユーザ端末と通信する固定局であり
、基地局または何らかの他の専門用語とも称されうる。ユーザ端末は、固定式または移動
可能であり得、モバイル局、ワイヤレスデバイス、または何らかの他の専門用語とも称さ
れうる。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上であらゆる所与
の瞬間に１つまたは複数のユーザ端末１２０と通信しうる。ダウンリンク（すなわち、順
方向リンク）は、アクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク
（すなわち、逆方向リンク）は、ユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである
。ユーザ端末はまた、別のユーザ端末とピアツーピアで通信しうる。システムコントロー
ラ１３０は、アクセスポイントに結合し、アクセスポイントのための調整および制御を提
供する。
【００２７】
　[0042]以下の開示の複数の部分が、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）を介して通信する能
力を有するユーザ端末１２０を説明することになる一方で、ある特定の態様では、ユーザ
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端末１２０はまた、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末も含みうる。したが
って、そのような態様では、アクセスポイント（ＡＰ）１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と
非ＳＤＭＡユーザ端末との両方と通信するように構成されうる。このアプローチは、都合
良く、より古いバージョンのユーザ端末（「レガシ」局）が、それらの有効寿命を伸ばし
て、企業に引き続き配置されたままでいることを可能にする一方で、適切であると判断さ
れた場合より新しいＳＤＭＡユーザ端末が導入されることを可能にしうる。
【００２８】
　[0043]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信のために
、複数の送信アンテナおよび複数の受信アンテナを用いる。アクセスポイント１１０は、
Ｎａｐ個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信用には多入力（ＭＩ）を、およびアップ
リンク送信用には多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは
集合的に、ダウンリンク送信用には多出力を、およびアップリンク送信用には多入力を表
す。純粋なＳＤＭＡでは、Ｋ個のユーザ端末についてのデータシンボルストリームが、何
らかの手段により、コード、周波数、または時間で多重化されない場合、Ｎａｐ≧Ｋ≧１
を有することが望まれる。ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用いた異なるコードチャネル、ＯＦ
ＤＭを用いた互いに素なサブバンドのセット等を使用してデータシンボルストリームが多
重化されうる場合、Ｋは、Ｎａｐよりも大きいことがある。各選択されたユーザ端末は、
アクセスポイントにユーザ固有のデータを送信する、および／またはアクセスポイントか
らユーザ固有のデータを受信する。一般に、各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数
のアンテナ（すなわち、Ｎｕｔ≧１）を装備しうる。Ｋ個の選択されたユーザ端末は、同
じまたは異なる数のアンテナを有しうる。
【００２９】
　[0044]システム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムでありうる。ＴＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクが、同
じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリンクが、異
なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために、単一のキャ
リアまたは複数のキャリアも利用しうる。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑える
ために）単一のアンテナを、または（たとえば、追加のコストがサポートされうる場合）
複数のアンテナを装備しうる。ユーザ端末１２０が、異なる時間スロットに送信／受信を
分割することによって同じ周波数チャネルを共有する場合、システム１００はまた、ＴＤ
ＭＡシステムでもあり得、各時間スロットは、異なるユーザ端末１２０に割り当てられる
。
【００３０】
　[0045]図２は、ＭＩＭＯシステム１００における、アクセスポイント１１０、ならびに
２つのユーザ端末１２０ｍおよび１２０ｘのブロック図を例示する。アクセスポイント１
１０は、Ｎｔ個のアンテナ２２４ａ～２２４ｔを装備する。ユーザ端末１２０ｍは、Ｎｕ

ｔ，ｍ個のアンテナ２５２ｍａ～２５２ｍｕを装備し、ユーザ端末１２０ｘは、Ｎｕｔ，

ｘ個のアンテナ２５２ｘａ～２５２ｘｕを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウン
リンクでは送信エンティティであり、アップリンクでは受信エンティティである。各ユー
ザ端末１２０は、アップリンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エン
ティティである。本明細書で使用される場合、「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャ
ネルを介してデータを送信する能力を有する、独立して動作する（independently operat
ed）装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介して
データを受信する能力を有する、独立して動作する装置またはデバイスである。以下の説
明では、下付きの文字「ｄｎ」はダウンリンクを指し、下付きの文字「ｕｐ」はアップリ
ンクを指し、Ｎｕｐ個のユーザ端末が、アップリンク上での同時送信のために選択され、
Ｎｄｎ個のユーザ端末が、ダウンリンク上での同時送信のために選択され、Ｎｕｐは、Ｎ

ｄｎと等しくありうるか、または等しくないこともあり、ＮｕｐおよびＮｄｎは、各スケ
ジューリング間隔の間、静的な値でありうるか、または変化しうる。ビームステアリング
、または何らかの他の空間処理技法が、アクセスポイントおよびユーザ端末で使用されう
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る。
【００３１】
　[0046]アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０
で、ＴＸデータプロセッサ２８８が、データソース２８６からトラフィックデータを、お
よびコントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は、該
ユーザ端末のために選択されたレートに関連付けられたコーディングおよび変調スキーム
に基づいて、該ユーザ端末についてのトラフィックデータを処理（たとえば、符号化、イ
ンターリーブ、および変調）し、データシンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセ
ッサ２９０は、該データシンボルストリームに対して空間処理を実行し、Ｎｕｔ，ｍ個の
アンテナにＮｕｔ，ｍ個の送信シンボルストリームを提供する。各送信機ユニット（ＴＭ
ＴＲ）２５４は、アップリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリー
ムを受信および処理（たとえば、アナログにコンバート、増幅、フィルタリング、および
周波数のアップコンバート）する。Ｎｕｔ，ｍ個の送信機ユニット２５４は、Ｎｕｔ，ｍ

個のアンテナ２５２からアクセスポイントへの送信のために、Ｎｕｔ，ｍ個のアップリン
ク信号を提供する。
【００３２】
　[0047]Ｎｕｐ個のユーザ端末が、アップリンク上での同時送信のためにスケジューリン
グされうる。これらのユーザ端末の各々は、そのデータシンボルストリームに対して空間
処理を実行し、その送信シンボルストリームのセットを、アップリンク上でアクセスポイ
ントに送信する。
【００３３】
　[0048]アクセスポイント１１０で、Ｎａｐ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐが、アッ
プリンク上で送信するＮｕｐ個のユーザ端末の全てからアップリンク信号を受信する。各
アンテナ２２４は、それぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に受信された信号を提
供する。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行されたものと相
補的な処理を実行し、受信されたシンボルストリームを提供する。ＲＸ空間プロセッサ２
４０は、Ｎａｐ個の受信機ユニット２２２からのＮａｐ個の受信されたシンボルストリー
ムに対して受信機空間処理を実行し、Ｎａｐ個の復元されたアップリンクデータシンボル
ストリームを提供する。受信機空間処理は、チャネル相関マトリクス反転（ＣＣＭＩ）、
最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト干渉除去（ＳＩＣ）、または何らかの他の技法に
したがって実行される。各復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞ
れのユーザ端末によって送信されたデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸデー
タプロセッサ２４２は、復号されたデータを取得するために、そのストリームのために使
用されるレートにしたがって各復元されたアップリンクデータシンボルストリームを処理
（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）する。各ユーザ端末についての復号
されたデータは、記憶のためにデータシンク２４４に、および／またはさらなる処理のた
めにコントローラ２３０に提供されうる。
【００３４】
　[0049]ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０で、ＴＸデータプロセッサ２１０
が、ダウンリンク送信のためにスケジューリングされたＮｄｎ個のユーザ端末についてデ
ータソース２０８からトラフィックデータを、コントローラ２３０から制御データを、お
よび場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを、受信する。様々なタイプのデ
ータが、異なるトランスポートチャネル上で送られうる。ＴＸデータプロセッサ２１０は
、各ユーザ端末についてのトラフィックデータを、そのユーザ端末のために選択されたレ
ートに基づいて、処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデ
ータプロセッサ２１０は、Ｎｄｎ個のユーザ端末についてのＮｄｎ個のダウンリンクデー
タシンボルストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎｄｎ個のダウンリン
クデータシンボルストリームに対して（本開示で説明される場合、プリコーディングまた
はビームフォーミングのような）空間処理を実行し、Ｎａｐ個のアンテナにＮａｐ個の送
信シンボルストリームを提供する。各送信機ユニット２２２は、ダウンリンク信号を生成
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するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信および処理する。Ｎａｐ個の送信
機ユニット２２２は、Ｎａｐ個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のために、Ｎａ

ｐ個のダウンリンク信号を提供する。
【００３５】
　[0050]各ユーザ端末１２０で、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２が、アクセスポイント１
１０からＮａｐ個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連付け
られたアンテナ２５２からの受信された信号を処理し、受信されたシンボルストリームを
提供する。ＲＸ空間プロセッサ２６０が、Ｎｕｔ，ｍ個の受信機ユニット２５４からのＮ

ｕｔ，ｍ個の受信されたシンボルストリームに対して受信機空間処理を実行し、該ユーザ
端末のための復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを提供する。受信機空間
処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技法にしたがって実行される。ＲＸデ
ータプロセッサ２７０は、ユーザ端末ための復号されたデータを取得するために、復元さ
れたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリーブ
、および復号）する。
【００３６】
　[0051]各ユーザ端末１２０で、チャネル推定器２７８が、ダウンリンクチャネル応答を
推定し、ダウンリンクチャネル推定値を提供し、ダウンリンクチャネル推定値は、チャネ
ル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散等を含みうる。同様に、チャネル推定器２２８が
、アップリンクチャネル応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を提供する。各ユー
ザ端末のためのコントローラ２８０は通常、ユーザ端末のための空間フィルタマトリクス
を、そのユーザ端末のためのダウンリンクチャネル応答マトリクスＨｄｎ，ｍに基づいて
導出する。コントローラ２３０は、アクセスポイントのための空間フィルタマトリクスを
、実効アップリンクチャネル応答マトリクスＨｕｐ，ｅｆｆに基づいて導出する。各ユー
ザ端末のためのコントローラ２８０は、アクセスポイントにフィードバック情報（たとえ
ば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値等）
を送りうる。コントローラ２３０および２８０はまた、アクセスポイント１１０およびユ
ーザ端末１２０で、それぞれ、様々な処理ユニットの動作を制御する。
【００３７】
　[0052]図１および図２で例示されるように、１つまたは複数のユーザ端末１２０は、た
とえば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信の一部としてアクセスポイント１１０に、（たとえば
、図３Ａ－４で図示される例となるフォーマットのうちの１つにしたがった）本明細書で
説明されるようなプリアンブルフォーマットをもつ、１つまたは複数の高効率ＷＬＡＮ（
ＨＥＷ）パケット１５０を送りうる。各ＨＥＷパケット１５０は、１つまたは複数の空間
ストリーム（たとえば、最大４）のセット上で送信されうる。ある特定の態様では、ＨＥ
Ｗパケット１５０のプリアンブル部分は、（たとえば、図４－５、および図７で例示され
る例となる実装のうちの１つにしたがった）トーンインターリーブされたＬＴＦ、サブバ
ンドベースのＬＴＦ、またはハイブリッドＬＴＦを含みうる。
【００３８】
　[0053]ＨＥＷパケット１５０は、ユーザ端末１２０でパケット生成ユニット２８７によ
って生成されうる。パケット生成ユニット２８７は、ユーザ端末１２０の処理システムに
おいて、たとえば、ＴＸデータプロセッサ２８８、コントローラ２８０、および／または
データソース２８６において、実装されうる。
【００３９】
　[0054]ＵＬ送信後、ＨＥＷパケット１５０は、アクセスポイント１１０でパケット処理
ユニット２４３によって処理（たとえば、復号および解釈）されうる。パケット処理ユニ
ット２４３は、アクセスポイント１１０の処理システムにおいて、たとえば、ＲＸ空間プ
ロセッサ２４０、ＲＸデータプロセッサ２４２、またはコントローラ２３０において、実
装されうる。パケット処理ユニット２４３は、パケットタイプ（たとえば、そのＩＥＥＥ
８０２．１１規格に対する改正に、受信されたパケットが準拠する（with which amendme
nt to the IEEE 802.11 standard the received packet complies））に基づいて、受信
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されたパケットを各様に（differently）処理しうる。たとえば、パケット処理ユニット
２４３は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＨＥＷ規格に基づいてＨＥＷパケット１５０を処理しう
るが、レガシパケット（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇに準拠するパケット
）を、それに関連付けられた規格改正にしたがって、異なる手法で解釈しうる。
【００４０】
　チャネルボンディングのための例となるレガシ対応シグナリング
　[0055]ある特定のネットワーク（たとえば、８０２．１１ａｘネットワーク）では、基
本サービスセットの帯域幅は、最大１６０ＭＨｚであり得、効率を高めることを目的とし
たマルチユーザ送信をサポートしうる。ある特定の他のネットワークでは、ＢＳＳの帯域
幅は、２０ＭＨｚのいずれの倍数（たとえば、３２０ＭＨｚ等）でもありうる。たとえば
、トリガフレームは、並行した異なるサブチャネルにおける複数の局からのデータを請求
するために使用され得、ここにおいて、サブチャネルは、幅が２０ＭＨｚでありうるか、
またはサブチャネルの１つまたは複数の部分（たとえば、リソースユニット）から成りう
る。
【００４１】
　[0056]しかしながら、存在する１つの問題は、そのようなネットワークが度々、単一ユ
ーザ（ＳＵ）モードで常に送信し、マルチユーザ送信をサポートする能力を有さないレガ
シ局（ＳＴＡ）（たとえば、１１ａ、１１ｎ、１１ａｃ等）もサポートすることである。
一般に、レガシ局は、ネットワーク中の他のＳＴＡは解釈する能力を有する、新たな機能
を解釈する能力を有さない。たとえば、図３で例示されるように、レガシパケットが送ら
れるとき、レガシＳＴＡがマルチユーザ送信をサポートするシグナリングが存在しないの
で、マルチユーザ送信は実行されないことがある。これは、レガシＳＴＡが送信している
とき、セカンダリチャネル（たとえば、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および／または１６０
ＭＨｚ）がアイドル状態であり、他のＳＴＡに送信するために使用されることができる可
能性があっても、プライマリ２０ＭＨｚチャネル帯域幅のみが使用されうるので、効率の
損失をもたらしうる。
【００４２】
　[0057]したがって、本開示の態様は、チャネルボンディングのためのレガシ対応シグナ
リングのための技法を提示し、それは、（たとえば、プライマリチャネルがレガシＳＴＡ
によって使用される一方で、セカンダリチャネルが複数のＳＴＡにＰＰＤＵを搬送受信す
るために使用されることを可能とすることによって）帯域幅のより効率的な使用を可能と
しうる。より具体的には、本開示の態様は、レガシおよび非レガシ（たとえば、高効率（
ＨＥ））ＳＴＡをサポートするシステムにおけるダウンリンク（ＤＬ）およびアップリン
ク（ＵＬ）マルチユーザチャネル割り振りを可能とするための技法。いくつかのケースで
は、これは、レガシＳＴＡがプライマリチャネル上で送信または受信することに並行して
ＨＥ　ＳＴＡがセカンダリチャネル上で送信または受信することを可能としうる情報（た
とえば、チャネルボンディング情報）をレガシフレームにおいて「隠す」ことを伴いうる
。ある特定の態様にしたがうと、チャネルボンディング情報は、ＨＥ局によって復号可能
でありうるが、レガシ局によって復号可能でないことがある。
【００４３】
　[0058]図４は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネルボンディングのための
レガシ対応シグナリングを提供するためにデバイスによって実行されうる例となる動作４
００を例示する。動作４００は、アクセスポイント（たとえば、ＡＰ１１０）のような装
置によって実行されうる。動作４００は、１つまたは複数のワイヤレスノードによるマル
チユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを示すチャネルボンディン
グ情報を有するフレームを生成することによって、４０２で始まりうる。４０４で、装置
は、送信のために該フレームを出力しうる。
【００４４】
　[0059]図５は、本開示のある特定の態様にしたがって、チャネルボンディングのための
レガシ対応シグナリングを受信するためにデバイスによって実行されうる例となる動作５
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００を例示する。動作５００は、ワイヤレスノード／局（たとえば、ＳＴＡ１２０）のよ
うな装置によって実行されうる。動作５００は、チャネルボンディング情報を備えるフレ
ームを取得することによって、５０２で始まりうる。５０４で、ワイヤレスノードは、該
フレームに含まれる該チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（ＭＵ）送信
に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定する。５０６で、ワイヤレスノードは、Ｍ
Ｕ通信に利用可能であると決定された該チャネルのうちの該１つまたは複数上での送信の
ためにデータを出力する。
【００４５】
　[0060]上で着目されたように、レガシＳＴＡ（すなわち、チャネルボンディングをサポ
ートしないＳＴＡ）がプライマリチャネル上で送信または受信することに並行してＨＥ　
ＳＴＡがセカンダリチャネル上で送信または受信することを可能としうるシグナリングが
、レガシフレームにおいてアクセスポイントによって提供されうる。レガシ対応シグナリ
ングは、様々な方法で提供されうる。たとえば、チャネルボンディングのためのレガシ対
応シグナリングを提供する１つの方法は、ＰＨＹプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）
のサービスフィールドにおいて該シグナリングを提供することでありうる。
【００４６】
　[0061]図６Ａは、本開示の特定のある態様にしたがった、ＰＰＤＵ６００Ａについての
フレームフォーマットを例示する。例示されるように、ＰＰＤＵは、Ｌ－ＳＴＦ／Ｌ－Ｌ
ＴＦ／ＬＳＩＧフィールド６０２Ａ、サービスフィールド６０４Ａ、およびＰＨＹサービ
スデータユニット６０６Ａを備えうる。加えて、図６Ｂで例示されるように、サービスフ
ィールド６０４Ａは、１６ビット（たとえば、ビット０－１５）を備え得、それは、（た
とえば、ビット０－６に広がる）スクランブラ初期化部分６０８Ｂおよび（たとえば、ビ
ット７－１５に広がる）リザーブされた部分６１０Ｂに分けられうる。
【００４７】
　[0062]ある特定の態様にしたがうと、チャネルボンディングのためのレガシ対応シグナ
リングは、サービスフィールド６０４Ａのスクランブラ初期化部分６０８Ｂおよび／また
はリザーブされた部分６１０Ｂにおいて提供されうる。加えて、いくつかのケースでは、
サービスフィールド６０４Ａのリザーブされた部分６１０Ｂにおけるビットのうちの１つ
または複数は、サービスフィールド６０４Ａにおいて運ばれる情報を保護するために使用
されうる。さらに、ビットＢ８－Ｂ１５は、ＰＰＤＵ６００Ａのタイプに依存して各様に
設定されうる。たとえば、ＰＰＤＵ６００Ａが高スループット（ＨＴ）ＰＰＤＵを備える
場合、ビットＢ８－Ｂ１５は、全て０に設定されうる。加えて、ＰＰＤＵ６００Ａが超高
スループット（ＶＨＴ）ＰＰＤＵを備える場合、ビットＢ８－Ｂ１５は、ＳＩＧ－Ｂ巡回
冗長検査（ＣＲＣ）を備えうる。
【００４８】
　[0063]ある特定の態様にしたがうと、チャネルボンディングのためのレガシ対応シグナ
リングは、レガシ送信（たとえば、１１ａ、１１ｎ、１１ａｃ、および／またはＨＥ単一
ユーザ送信）と並行したマルチユーザＵＬ／ＤＬ送信のために使用されうるアイドル状態
チャネルのリスト（たとえば、チャネルインデックス、ＣＨ＿ＩＤＸ）を備えうる。いく
つかのケースでは、アイドル状態チャネルにアクセスすることを可能にされるマルチユー
ザＳＴＡのリストは、アイドル状態チャネルのリストに先立ってＡＰによって提供されう
る。
【００４９】
　[0064]図７Ａおよび図７Ｂは、サービスフィールドのスクランブラ初期化部分６０８Ｂ
におけるビットへのセカンダリアイドル状態チャネル帯域幅の例となるマッピングを例示
する。たとえば、図７Ａは、プライマリチャネル帯域幅、ＣＢ＿Ｐ２、および対応するセ
カンダリチャネル帯域幅、ＣＢ＿Ｓ２を備えうるセカンダリ４０ＭＨｚチャネル帯域幅を
例示する。加えて、例示されるように、セカンダリ８０ＭＨｚチャネル帯域幅は、プライ
マリチャネル帯域幅、ＣＢ＿Ｐ３およびＣＢ＿Ｐ４、ならびに対応するセカンダリチャネ
ル帯域幅、ＣＢ＿Ｓ３およびＣＢ＿Ｓ４を備えうる。
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【００５０】
　[0065]図７Ｂで例示されるように、チャネルインデックス、ＣＨＢ　ＩＤＸにおいてリ
ストアップされるアイドル状態チャネル帯域幅は、サービスフィールド６０４Ａのスクラ
ンブラ初期化部分６０８Ｂのうちの３つ以上のビットの組合せを使用して示されうる。た
とえば、６の値（すなわち、１１０）が、セカンダリ８０ＭＨｚチャネル帯域幅のプライ
マリチャネルＣＢ＿Ｐ３およびＣＢ＿Ｐ４がアイドル状態であることを示す一方で、０の
値（すなわち、０００）は、どのセカンダリチャネルもアイドル状態でないことを示しう
る。図７Ｂはアイドル状態チャネルへのビット値の１つのマッピングを例示するけれども
、他のマッピングが存在しうることは理解されるべきである。
【００５１】
　[0066]ある特定の態様にしたがうと、連続チャネルボンディングは、図７Ａで例示され
たセカンダリアイドル状態チャネルを使用してサポートされうる。たとえば、例示される
ように、チャネルボンディングに相応しい３つのチャネル（たとえば、ＣＢ＿Ｐ２、ＣＢ
＿Ｐ３、およびＣＢ＿Ｐ４）が存在し得、一度プライマリチャネル（たとえば、ＣＢ＿Ｐ
２）が送信のためにＳＴＡによって選択されると、ＡＰはまた、該ＳＴＡが対応するセカ
ンダリチャネル（たとえば、ＣＢ＿Ｓ２）を介してその送信を拡大しうることを該ＳＴＡ
に通知しうる。ある特定の態様にしたがうと、連続チャネルボンディングがサポートされ
ない場合、送信の帯域幅はアイドル状態セカンダリチャネル上のたった２０ＭＨｚであり
うる一方で、連続チャネルボンディングがサポートされる場合、送信の帯域幅は最大４０
ＭＨｚでありうる。
【００５２】
　[0067]ある特定の態様にしたがうと、図７Ａおよび図７Ｂで例示されるマッピングは、
１６０ＭＨｚの基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅を想定する。しかしながら、ＢＳＳ
帯域幅がより低いとき、アイドル状態チャネルを示すために必要とされるビット数は、よ
り少なくなりうる（たとえば、３の代わりに２ビット）。したがって、残されたビットは
、スクランブリングのために使用されうる。たとえば、ＢＳＳ帯域幅が８０ＭＨｚである
とき、最上位ビットはスクランブラに割り当てられうる。加えて、残されたビットは、よ
り良好な分解能を提供するために使用されうる。たとえば、ＢＳＳ帯域幅が８０ＭＨｚで
あるとき、各ビットは、各２０ＭＨｚチャネルのステータスを示しうる。
【００５３】
　[0068]上で着目されたように、チャネルボンディングのためのレガシ対応シグナリング
を提供する別の方法は、サービスフィールドのリザーブされた部分においてアイドル状態
チャネルのリストを示すことでありうる。
【００５４】
　[0069]たとえば、図７Ｃで例示されるように、７ビットのビットマップが提供され得、
ここにおいて、該ビットマップの各ビットが、チャネルボンディングに利用可能でありう
る異なるアイドル状態チャネル（たとえば、図７Ａで例示されたようなＣＢ＿Ｐ２、ＣＢ
＿Ｓ２、ＣＢ＿Ｐ３、ＣＢ＿Ｓ３等）を示しうる。加えて、サービスフィールドのリザー
ブされた部分における１ビットは、７ビットビットマップシーケンスを保護するためにパ
リティビットとして使用されうる（たとえば、誤りについて検査するために使用されうる
）。ある特定の態様にしたがうと、送信の帯域幅は、このオプションについては２０ＭＨ
ｚでありうる。加えて、ある特定の態様にしたがうと、このオプションは、８０２．１１
ａｃから、送信要求（ＲＴＳ）／送信可（ＣＴＳ）帯域幅シグナリングを継承し得、スク
ランブリングのために（ＲＴＳにおいて）１ビット、および（ＣＴＳにおいて）２ビット
を維持しうる。
【００５５】
　[0070]ある特定の態様にしたがうと、ＨＥ　ＡＰは、１つまたは複数の「代替一時プラ
イマリチャネル」（たとえば、図７Ａで例示されたセカンダリアイドル状態チャネル帯域
幅）を定義しうる。いくつかのケースでは、ＡＰは、異なる代替一時プライマリチャネル
をそのＨＥ　ＳＴＡの各々に割り振りうる（または予め割り振りうる、これは、チャネル
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の実際の利用可能性がシグナリングされる前に割り振られることを意味する）。
【００５６】
　[0071]図８は、ある特定の態様にしたがうと、限定された帯域幅を用いた（レガシデー
タ）送信の前のある時点で（at some point）、ＡＰが、チャネルボンディングのための
レガシ対応シグナリング（たとえば、チャネルボンディング情報）を備える、チャネル割
り振り（ＣＨＡ）フレーム（たとえば、データフレーム、ＲＴＳフレーム、ＣＴＳフレー
ム等）を送り、代替一時プライマリチャネル上での起こりうる同時ＨＥ送信（すなわち、
ＭＵ送信）をＨＥ　ＳＴＡに知らせうることを例示する。いくつかのケースでは、ＣＨＡ
フレームにおけるチャネルボンディング情報は、割り振られたチャネルのうちの１つまた
は複数がＭＵ通信に利用可能であるか否かを示す少なくとも１ビットを備える。いくつか
のケースでは、該少なくとも１ビットは、該１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビ
ットを備え得、各ビットは、該対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能
であるか否かを示す。
【００５７】
　[0072]ある特定の態様にしたがうと、それは、下記でより詳細に説明されることになる
が、図８で例示されたように、ＨＥ　ＡＰは、プライマリチャネル（たとえば、２０ＭＨ
ｚプライマリチャネル）においてチャネル割り振りを受信しうるレガシＳＴＡにチャネル
割り振りフレームを送信しうる。チャネル割り振りフレームはまた、該チャネル割り振り
フレームを受信すると、切り替わって該チャネル割り振りフレームにおいて示される代替
一時プライマリチャネルにおいて（ＨＥ）ＰＰＤＵを待ちうる他のＨＥ　ＳＴＡによって
受信されうる。ある特定の態様にしたがうと、ＨＥ　ＳＴＡは、チャネル割り振りフレー
ムにおいて示された時間の間、またはチャネル割り振りフレーム外でネゴシエートされた
予め定義された時間の間、代替一時プライマリチャネルに留まりうる（stay）。
【００５８】
　[0073]図９は、その後に代替一時プライマリチャネル上でのＰＰＤＵ送信が開始される
時間が、プライマリチャネル上での送信が開始される時間よりも長いことがあることを例
示する。たとえば、図９は、ＰＰＤＵがプライマリ（たとえば、２０ＭＨｚ）チャネル上
で送信される時間、Ｔ１が、チャネル割り振りフレームの送信後のＳＩＦＳ時間でありう
るのに対し、ＰＰＤＵが代替一時プライマリチャネル上で送信される時間、Ｔ２は、チャ
ネル割り振りフレームの送信後のＰＩＦＳ時間でありうることを例示する。ある特定の態
様にしたがうと、プライマリチャネル上よりも後の時間に代替一時プライマリチャネル上
で送信することは、プライマリチャネル上で送られるＰＰＤＵ送信の帯域幅の検出中、ア
ンビギュイティ(ambiguities)を回避しうる。
【００５９】
　[0074]図１０は、ＤＬ　ＰＰＤＵについてのチャネルボンディングのためのレガシ対応
シグナリングを提供するタイムラインを例示し、ここにおいて、上で説明されたようなチ
ャネル割り振りフレームは、ＲＴＳフレームを備える。たとえば、例示されるように、Ｈ
Ｅ　ＡＰが、レガシ送信機会（ＴＸＯＰ）を開始して（またはレガシ送信機会（ＴＸＯＰ
）中）、プライマリ２０ＭＨｚチャネル上でレガシＳＴＡ１にＲＴＳフレーム１００２を
送信しうる。ある特定の態様にしたがうと、ＲＴＳフレーム１００２のサービスフィール
ドは、アイドル状態であり、チャネルボンディングに利用可能であるチャネルのリスト（
たとえば、上で説明されたようなＣＨＢ＿ＩＤＸ）を備えうる。上で着目されたように、
帯域幅／チャネルボンディングシグナリングは、サービスフィールドのスクランブラ初期
化部分またはリザーブされた部分において提供されうる。加えて、いくつかのケースでは
、ＲＴＳフレームは複製されうる（たとえば、ＡＰが能力を有する（capable）場合、そ
れは、非レガシＳＴＡ３および４に「強化された」ＲＴＳフレーム１００４を送信しうる
）。
【００６０】
　[0075]図１０で例示されるように、ＡＰからＲＴＳフレーム１００２を受信すると（up
on reception）、ＳＴＡ１は、ＣＴＳフレーム１００６で応答し得、プライマリチャネル
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がアイドル状態であると示す。加えて、チャネルボンディングの能力を有する意図されて
いない受信機（たとえば、チャネルボンディング（ＣＢ）ＳＴＡ３および４）は、ＲＴＳ
フレーム１００２を受信し、アイドル状態チャネルのリスト（すなわち、ＣＨＢ＿ＩＤＸ
）を決定しうる。たとえば、ＣＢ　ＳＴＡは、それらの予め割り振られたチャネルボンデ
ィングチャネルがアイドル状態チャネルのリストに含まれるかどうかを検査しうる。ＣＢ
　ＳＴＡが、その予め割り振られたチャネルボンディングチャネルのうちの１つがアイド
ル状態チャネルリストにあると決定する場合、ＣＢ　ＳＴＡは、ＤＬバッファユニット（
ＢＵ）（すなわち、ダウンリンクデータ）を受信するために該予め割り振られたチャネル
ボンディングチャネルのうちの１つまたは複数に同期しうる。ある特定の態様にしたがう
と、ＣＢ　ＳＴＡは、同期するために２＊ショートフレーム間間隔（ＳＩＦＳ）＋ＣＴＳ
Ｔｘ時間を有しうる。いくつかのケースでは、全二重モードがサポートされ得、ここにお
いて、ＡＰがチャネルボンディングをサポートしないＳＴＡにＤＬ　ＢＵを送信している
間に、ＣＢ　ＳＴＡは、ＵＬ　ＢＵを送信できることがある。
【００６１】
　[0076]図１０で例示されるように、チャネルボンディングＳＴＡはその後、レガシＳＴ
Ａ１へのデータ搬送と並行して、割り振られたチャネルボンディングチャネルにおいてＡ
ＰからＤＬ　ＢＵ１００８を受信しうる。ＳＴＡはその後、それらの割り振られたチャネ
ル帯域幅において、確認応答（ＡＣＫ）を送信しうる。
【００６２】
　[0077]上で着目されたように、チャネルボンディングＳＴＡは、レガシ局向けのＲＴＳ
フレーム１００２を受信し得、予め割り振られたチャネルボンディングチャネルが、ＲＴ
Ｓフレームにおけるアイドル状態チャネルのリスト内に含まれるかどうかを決定しうる。
しかしながら、レガシＴＸＯＰ中にＤＬ　ＢＵを受信するようにスケジューリングされた
ＣＢ　ＳＴＡは、ＣＢ＿ＩＤＸリスト（すなわち、アイドル状態チャネルのリスト）にお
けるチャネルのうちのどれが、それらのＤＬ　ＢＵのために予め割り振られているかを知
る必要がある。
【００６３】
　[0078]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、様々な方法で、予め割り振られたチャネ
ルの割り当てのインジケーションをＳＴＡに提供しうる。たとえば、ＡＰは、その間にＣ
Ｂシグナリング（すなわち、アイドル状態チャネルのリスト）をもつＲＴＳが送られるビ
ーコン間隔（ＢＩ）に先行するビーコンにおいて、予め割り振られたチャネル割り当て情
報を搬送しうる。ある特定の態様にしたがうと、１つよりも多いＣＢ　ＳＴＡが、所与の
ＣＢチャネルのために指定され得、該インジケーションは、１つのＢＩの間、有効であり
うる。
【００６４】
　[0079]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、その間にＣＢシグナリングをもつＲＴＳ
が送られるターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）サービス期間（ＳＰ）に先行するＴＷＴ要
素において、予め割り振られたチャネル割り当て情報を搬送しうる。同様に、１つより多
いＣＢ　ＴＷＴ　ＳＴＡが、所与のＣＢチャネルのために指定され得、該インジケーショ
ンは、１つまたは複数のＴＷＴ　ＳＰの間、有効でありうる。
【００６５】
　[0080]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、ＣＢシグナリングをもつＲＴＳフレーム
より前にＣＢ　ＳＴＡ（複数を含む）に送られるフレームにおいて、予め割り振られたチ
ャネル割り当て情報を搬送しうる。たとえば、ＡＰは、ＲＴＳフレームを送信するより前
のＳＩＦＳまたはそれより多い時間に（at a time of SIFS or more）ＣＢ　ＳＴＡ（複
数を含む）にトリガを送りうる。該インジケーションは、フレーム自体において指定また
はネゴシエートされうる、予め定義された量の時間の間、有効でありうる。
【００６６】
　[0081]加えて、いくつかのケースでは、ＡＰは、チャネル割り振りフレーム（たとえば
、ＲＴＳおよび／またはＣＴＳフレーム）自体において割り振られたチャネル割り当て情
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報を搬送し得、それは、予め定義された量の時間の間、有効でありうる。
【００６７】
　[0082]図１１は、ＵＬ　ＰＰＤＵについてのチャネルボンディングのためのレガシ対応
シグナリングを提供するタイムラインを例示し、ここにおいて、上で説明されたようなチ
ャネル割り振りフレームは、ＣＴＳフレームを備える。たとえば、レガシＳＴＡ（たとえ
ば、ＳＴＡ１）は、ＨＥ　ＡＰにＲＴＳ１１０２を送信しうる。ＲＴＳフレーム１１０２
を受信すると、ＨＥ　ＡＰは、レガシＴＸＯＰ中にＳＴＡ１にＣＴＳフレーム１１０４を
送信しうる。ある特定の態様にしたがうと、ＣＴＳフレーム１１０４のサービスフィール
ドは、アイドル状態であり、チャネルボンディングに利用可能であるチャネルのリスト（
たとえば、ＣＨＢ＿ＩＤＸ）を備えうる。上で着目されたように、帯域幅／チャネルボン
ディングシグナリングは、サービスフィールドのスクランブラ初期化部分またはリザーブ
された部分において提供されうる。加えて、いくつかのケースでは、ＣＴＳフレーム１１
０４が複製されうる（たとえば、ＡＰが能力を有する場合、それは、ＣＢ　ＳＴＡ３およ
び４に「強化された」ＣＴＳフレーム１１０６を送信しうる）。いくつかのケースでは、
ＡＰはまた、ＳＴＡ１のために自己のためのＣＴＳ（CTS-to-self）としてＣＴＳフレー
ムを送信しうる。
【００６８】
　[0083]ある特定の態様にしたがうと、ＣＴＳフレームを受信すると、ＳＴＡ１は、デー
タ（すなわち、ＵＬ　ＢＵ）１１０８で応答しうる。加えて、チャネルボンディングの能
力を有する意図されていない受信機（たとえば、チャネルボンディング（ＣＢ）ＳＴＡ３
および４）は、ＣＴＳフレーム１１０４を受信し、アイドル状態チャネルのリスト（すな
わち、ＣＨＢ＿ＩＤＸ）を決定しうる。たとえば、ＣＢ　ＳＴＡは、それらの予め割り振
られたチャネルボンディングチャネルがアイドル状態チャネルのリストに含まれるかどう
かを検査しうる。ＣＢ　ＳＴＡが、その予め割り振られたチャネルボンディングチャネル
のうちの１つがアイドル状態チャネルリストにあると決定する場合、ＣＢ　ＳＴＡは、Ｕ
Ｌバッファユニット（ＢＵ）を送信するために該予め割り振られたチャネルボンディング
チャネルのうちの１つまたは複数に同期しうる。いくつかのケースでは、ＣＢは、その上
で送信すべきアイドル状態チャネルのうちの１つをランダムに選択できることがある。Ｃ
Ｂ　ＳＴＡはその後、図１１で例示されるように、時間の点で交互に配列されたＳＩＦＳ
の後、または媒体がアイドル状態ＰＩＦＳであった場合にはＣＴＳの前、のどちらかで、
それらの示されたＣＢチャネル上でデータ（すなわち、ＵＬ　ＢＵ）を送信しうる。
【００６９】
　[0084]ある特定の態様にしたがうと、いくつかのケースでは、全二重モードがサポート
され得、ここにおいて、ＡＰがチャネルボンディングをサポートしないＳＴＡからＵＬ　
ＢＵを受信している間に、ＣＢ　ＳＴＡは、ＡＰからＤＬ　ＢＵを受信できることがある
。
【００７０】
　[0085]上で着目されたように、ＣＢ　ＳＴＡは、レガシ局向けのＣＴＳフレームを受信
し得、予め割り振られたチャネルボンディングチャネルがＣＴＳフレームにおけるアイド
ル状態チャネルのリスト内に含まれるかどうかを決定しうる。しかしながら、レガシＴＸ
ＯＰ中にＵＬ　ＢＵを送信するようにスケジューリングされたＣＢ　ＳＴＡは、ＣＢ＿Ｉ
ＤＸリスト（すなわち、アイドル状態チャネルのリスト）におけるチャネルのうちのどれ
が、それらのＵＬ　ＢＵのために予め割り振られているかを知る必要がある。割り振られ
たチャネルを知ることは、ＣＢチャネルにおけるアクセスが、どれも１つのＣＢ　ＳＴＡ
に過ぎない（すなわち、競争がない）ＳＩＦＳ時間に行われる場合、特に重要でありうる
。
【００７１】
　[0086]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、その間にＣＢシグナリングをもつＣＴＳ
が送られるビーコン間隔（ＢＩ）に先行するビーコンにおいて、ＣＢチャネルの割り振り
についての情報を搬送しうる。ある特定の態様にしたがうと、１つより多いＣＢ　ＳＴＡ
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が、所与のＣＢチャネルのために指定され得、該インジケーションは、１つのＢＩの間、
有効でありうる。加えて、このオプションは、ＣＢ　ＳＴＡがＣＢチャネルを求めて競争
することを可能にされるときに利用可能でありうる。
【００７２】
　[0087]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、その間にＣＢシグナリングをもつＣＴＳ
が送られるＴＷＴ　ＳＰに先行するＴＷＴ要素において、ＣＢチャネルの割り振りについ
ての情報を搬送しうる。同様に、１つより多いＣＢ　ＴＷＴ　ＳＴＡが、所与のＣＢチャ
ネルのために指定され得、該インジケーションは、１つまたは複数のＴＷＴ　ＳＰの間、
有効でありうる。
【００７３】
　[0088]ある特定の態様にしたがうと、ＡＰは、ＣＢシグナリングをもつＣＴＳフレーム
より前にＣＢ　ＳＴＡ（複数を含む）に送られるフレームにおいて、ＣＢチャネルの割り
振りについての情報を搬送しうる。たとえば、ＡＰは、ＣＴＳフレームを送信するより前
にＳＩＦＳまたはそれより多い時間にＣＢ　ＳＴＡ（複数を含む）にトリガを送りうる。
該インジケーションは、フレーム自体において指定またはネゴシエートされうる、予め定
義された量の時間の間、有効でありうる。
【００７４】
　[0089]ある特定の態様にしたがうと、ＣＢチャネルの割り振りについての情報はまた、
割り振られたＣＢチャネルがＤＬのために割り当てられているのかＵＬのために割り当て
られているのかのインジケーションを含みうる。いくつかのケースでは、ＣＢチャネルが
ＤＬのために割り当てられているのかＵＬのために割り当てられているのかについての情
報は、どのセカンダリチャネルがアイドル状態であるかについてのインジケーションを含
むＲＴＳフレームおよび／またはＣＴＳフレームのサービスフィールドにおいて示されう
る。
【００７５】
　[0090]上で説明された方法の様々な動作が、対応する機能を実行する能力を有するあら
ゆる適した手段によって実行されうる。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、またはプロセッサに限定されないがこれらを含む、様々なハードウェアおよび／また
はソフトウェアコンポーネント（複数を含む）および／またはモジュール（複数を含む）
を含みうる。一般に、図において例示される動作が存在する場合、それらの動作は、同様
の参照番号を付した、対応する同等の（counterpart）ミーンズプラスファンクションコ
ンポーネントを有しうる。たとえば、図４で例示された動作４００は、図４Ａで例示され
た手段４００Ａに対応する。加えて、図５で例示された動作５００は、図５Ａで例示され
た手段５００Ａに対応する。
【００７６】
　[0091]たとえば、送信するための手段（または送信のために出力するための手段）は、
図２で例示された、アクセスポイント１１０の送信機（たとえば、送信機ユニット２２２
）および／またはアンテナ（複数を含む）２２４、あるいはユーザ端末１２０の送信機ユ
ニット２５４および／またはアンテナ（複数を含む）２５２を備えうる。受信するための
手段（または取得のための手段）は、図２で例示された、アクセスポイント１１０の受信
機（たとえば、受信機ユニット２２２）および／またはアンテナ（複数を含む）２２４、
あるいはユーザ端末１２０の受信機ユニット２５４および／またはアンテナ（複数を含む
）２５４を備えうる。処理するための手段、生成するための手段、周波数オフセット調整
を実行するための手段、決定するための手段、使用するための手段（たとえば、サービス
フィールドの１または複数ビットを使用するための手段）、および／または提供するため
の手段は、処理システムを備え得、それは、図２で例示されたアクセスポイント１１０の
ＲＸデータプロセッサ２４２、ＴＸデータプロセッサ２１０、ＴＸ空間プロセッサ２２０
、および／またはコントローラ２３０、あるいは、ユーザ端末１２０のＲＸデータプロセ
ッサ２７０、ＴＸデータプロセッサ２８８、ＴＸ空間プロセッサ２９０、および／または
コントローラ２８０、のような１つまたは複数のプロセッサを含みうる。
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【００７７】
　[0092]いくつかのケースでは、フレームを実際に送信するのではなく、デバイスは、送
信のためにフレームを出力するためのインターフェース（出力するための手段）を有しう
る。たとえば、プロセッサは、送信のために無線周波数（ＲＦ）フロントエンドに、バス
インターフェースを介して、フレームを出力しうる。同様に、フレームを実際に受信する
のではなく、デバイスは、別のデバイスから受信されたフレームを取得するためのインタ
ーフェース（取得するための手段）を有しうる。たとえば、プロセッサは、受信のために
ＲＦフロントエンドから、バスインターフェースを介して、フレームを取得（または受信
）しうる。
【００７８】
　[0093]本明細書で使用される場合、「決定する」という用語は、幅広い種類のアクショ
ンを含む。たとえば、「決定する」は、計算する、コンピューティングする、処理する、
導出する、調査する、検索する（たとえば、表、データベース、または別のデータ構造を
検索する）、確定する等を含みうる。また、「決定する」は、受信する（たとえば、情報
を受信する）、アクセスする（たとえば、メモリにおけるデータにアクセスする）等を含
みうる。また、「決定する」は、解消する、選択する、選ぶ、確立する等を含みうる。
【００７９】
　[0094]本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの１つの少なくとも１つ」を
指すフレーズは、単一のメンバを含む、それらの項目のいずれの組合せも指す。例として
、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－
ｃ、およびａ－ｂ－ｃに加えて、複数の同じ要素をもついずれの組合せ（たとえば、ａ－
ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－
ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃのあらゆる他の順
序）もカバーするように意図されている。
【００８０】
　[0095]本開示と関係して説明された、様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理回路
、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を実
行するように設計された、それらのあらゆる組合せを用いて実装または実行されうる。汎
用プロセッサは、マイクロプロセッサでありうるが、その代わりに、プロセッサは、あら
ゆる商業的に利用可能なプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステ
ートマシンでありうる。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たと
えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコ
アと連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはあらゆる他のそのような構成
、としても実装されうる。
【００８１】
　[0096]本開示と関係して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェ
アで直接、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、またはその２つの
組合せで、具現化されうる。ソフトウェアモジュールは、当該技術分野で知られているあ
らゆる形態の記憶媒体に存在しうる。使用されうる記憶媒体のいくつかの例は、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭ
メモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルデ
ィスク、ＣＤ－ＲＯＭ等を含む。ソフトウェアモジュールは、単一の命令または多くの命
令を備え得、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異なるプログラム間で、お
よび複数の記憶媒体中で、分配されうる。記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を
読み取りうるように、および記憶媒体に情報を書き込みうるように、プロセッサに結合さ
れうる。代わりとして、記憶媒体はプロセッサに不可欠ありうる。
【００８２】
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　[0097]本明細書で開示された方法は、説明された方法を実現するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、請
求項の範囲から逸脱することなく、互いに置き換えられうる。言い換えると、ステップま
たはアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、請求項の範囲から逸脱することなく変更されうる。
【００８３】
　[0098]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らのあらゆる組合せにおいて実行されうる。ハードウェアにおいて実行される場合、例と
なるハードウェア構成は、ワイヤレスノードにおいて処理システムを備えうる。処理シス
テムは、バスアーキテクチャで実装されうる。バスは、処理システムの特定のアプリケー
ションおよび全設計制約に依存して、あらゆる数の相互接続するバスおよびブリッジを含
みうる。バスは、プロセッサ、機械可読媒体、およびバスインターフェースを含む様々な
回路を互いにリンクさせうる。バスインターフェースは、特に、バスを介して処理システ
ムにネットワークアダプタを接続するために使用されうる。ネットワークアダプタは、Ｐ
ＨＹレイヤの信号処理機能を実行するために使用されうる。ユーザ端末１２０（図１を参
照）のケースでは、ユーザインターフェース（たとえば、キーパッド、ディスプレイ、マ
ウス、ジョイスティック等）もまた、バスに接続されうる。バスはまた、タイミングソー
ス、周辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路等のような様々な他の回路をリンクさせ
得、これらは、当該技術分野において周知であり、したがってこれ以上説明されない。
【００８４】
　[0099]プロセッサは、バスを管理すること、および機械可読媒体上に記憶されたソフト
ウェアの実行を含む一般的な処理を担いうる。プロセッサは、１つまたは複数の汎用およ
び／または専用プロセッサで実装されうる。例は、マイクロプロセッサ、マイクロコント
ローラ、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行しうる他の回路を含む。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語、または他の形で称されるかどうかに関わらず、命令、データ、またはそれらの
あらゆる組合せを意味するように広く解釈されるものとする。機械可読媒体は、例として
、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ
）、ＰＲＯＭ（プログラマブル読み取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なプログラ
マブル読み取り専用メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラマブル読み取
り専用メモリ）、レジスタ、磁気ディスク、光学ディスク、ハードドライブ、またはあら
ゆる他の適した記憶媒体、あるいはそれらのあらゆる組合せを含みうる。機械可読媒体は
、コンピュータプログラム製品において具現化されうる。コンピュータプログラム製品は
、パッケージ材料を備えうる。
【００８５】
　[00100]ハードウェア実装では、機械可読媒体は、プロセッサとは別個の処理システム
の一部でありうる。しかしながら、当業者が容易に認識することになるように、機械可読
媒体、またはそのいずれの部分も、処理システムの外部にあることがある。例として、機
械可読媒体は、伝送回線、データによって変調されたキャリア波、および／またはワイヤ
レスノードとは別個のコンピュータ製品を含み得、それら全てが、バスインターフェース
を通じてプロセッサによってアクセスされうる。代わりとして、または加えて、機械可読
媒体、またはそのいずれの部分も、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイルが用
いられうるような場合、プロセッサに統合されうる。
【００８６】
　[00101]処理システムは、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、および機械可読媒体の少なくとも一部分を提供する外部メモリをもち、全てが外部
バスアーキテクチャを通じて他のサポート回路と互いにリンクされている、汎用処理シス
テムとして構成されうる。代わりとして、処理システムは、プロセッサ、バスインターフ
ェース、アクセス端末のケースでは）ユーザインターフェース、サポート回路、および単
一のチップに統合された機械可読媒体の少なくとも一部分をもつＡＳＩＣ（特定用途向け
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集積回路）で、あるいは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートア
レイ）、ＰＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、ステートマシン、ゲー
ト論理回路、ディスクリートハードウェアコンポーネント、もしくは何らかの他の適した
回路、または本開示全体を通じて説明されている様々な機能を実行しうる回路のあらゆる
組合せで、実装されうる。当業者は、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課さ
れた全設計制約に依存して、処理システムについて説明された機能をどのように実行する
ことが最善かを認めるだろう。
【００８７】
　[00102]機械可読媒体は、多数のソフトウェアモジュールを備えうる。該ソフトウェア
モジュールは、プロセッサによって実行されるとき、処理システムに様々な機能を実行さ
せる命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールおよび受信モジュールを含
みうる。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイスに存在しうる、または複数の
記憶デバイス中で分配されうる。例として、ソフトウェアモジュールは、トリガイベント
が生じたとき、ハードドライブからＲＡＭにロードされうる。ソフトウェアモジュールの
実行中、プロセッサは、アクセススピードを上げるために、命令のうちのいくつかをキャ
ッシュにロードしうる。１つまたは複数のキャッシュラインがその後、プロセッサによる
実行のために汎用レジスタファイルにロードされうる。下記においてソフトウェアモジュ
ールの機能を指すとき、そのような機能が、そのソフトウェアモジュールからの命令を実
行するときにプロセッサによって実行されることは理解されるだろう。
【００８８】
　[00103]ソフトウェアにおいて実行される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で１
つまたは複数の命令またはコードとして、記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒
体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる
媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされうるあらゆる利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、
そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまた
は他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、
あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを運ぶ、または記憶する
ために使用されうる、およびコンピュータによってアクセスされうるあらゆる他の媒体を
備えうる。また、あらゆる接続手段がコンピュータ可読媒体と適当に名付けられる。たと
えば、ソフトウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線や、無線や、
マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信された場合、同軸
ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線や、無線や、マイ
クロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レ
ーザーディスク（登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク
（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイディ
スク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）が通常、磁気的にデータを再生する一方
で、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。したがって、い
くつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（たとえ
ば、有体媒体）を備えうる。加えて、他の態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的な
コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備えうる。上記の組合せもまた、コンピュー
タ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８９】
　[00104]したがって、ある特定の態様は、本明細書で提示された動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備えうる。たとえば、このようなコンピュータプログラム
製品は、命令を記憶（および／または符号化）しているコンピュータ可読媒体を備え得、
該命令は、本明細書で説明された動作を実行するように１つまたは複数のプロセッサによ
って実行可能である。ある特定の態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージ
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材料を含みうる。
【００９０】
　[00105]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段が、適用可能である場合ユーザ端末および／または基地局に
よってダウンロードされうる、および／または別の形で取得されうることは認識されるべ
きである。たとえば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するため
の手段の転送を容易にするためにサーバに結合されうる。代わりとして、本明細書で説明
された様々な方法は、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ
）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体等）を介して、ユーザ端末および／ま
たは基地局が、デバイスに該記憶手段を結合または提供すると該様々な方法を取得しうる
ように、提供されうる。さらに、デバイスに本明細書で説明された方法および技法を提供
するためのあらゆる他の適した技法が、利用されうる。
【００９１】
　[00106]請求項が、上で例示された精密な構成およびコンポーネントに限定されないこ
とは理解されることとする。請求項の範囲から逸脱することなく、上で説明された方法お
よび装置の、配列、動作、および詳細において、様々な変更、変化、およびバリエーショ
ンが行われうる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成するよう
に構成された処理システムと、
　送信のために前記フレームを出力するように構成された第１のインターフェースと、
　を備える、装置。
［Ｃ２］
　前記チャネルボンディング情報は、前記１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可
能であるか否かを示す少なくとも１ビットを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ２に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記フレームは、第１のタイプの少なくとも１つのワイヤレスノード、および第２のタ
イプの少なくとも１つのワイヤレスノードによって復号可能であり、
　前記チャネルボンディング情報は、前記少なくとも１つの第２のタイプのワイヤレスノ
ードによって復号可能であるが、前記少なくとも１つの第１のタイプのワイヤレスノード
によって復号可能でない、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記フレームは、送信要求（ＲＴＳ）または送信可（ＣＴＳ）フレームを備える、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複数
ビットを介して提供される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットは、スクランブラ初期化のために前
記装置によって使用される、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つは、前記チ
ャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するために前記装置によってパリテ
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ィビットとして使用される、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、前記インデックスの異なる値は
、前記１つまたは複数のワイヤレスノードによるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数の
チャネルの異なる組合せにマッピングする、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づく、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、前記ビットマップにおける各ビ
ットは、対応するチャネルがＭＵ通信に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ１に記載の装
置。
［Ｃ１２］
　別の装置から要求を取得するための第２のインターフェースをさらに備え、前記処理シ
ステムは、前記要求を取得した後に前記チャネルボンディング情報を有する前記フレーム
を生成するように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記チャネルボンディング情報によってＭＵ通信に利用可能であると示された前記１つ
または複数のチャネル上で送信されたデータを取得するように構成された第３のインター
フェースをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第３のインターフェースは、複数のワイヤレスノードから前記１つまたは複数のチ
ャネル上で送信されたデータを取得するように構成される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記第１のインターフェースは、前記１つまたは複数のワイヤレスノードへの前記１つ
または複数のチャネルの割り当てのインジケーションを提供するようにさらに構成される
、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記インジケーションは、ビーコン、ターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）要素、
または前記フレームのうちの少なくとも１つにおいて提供される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記インジケーションは、ある量の時間の間、有効である、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１のインターフェースは、前記チャネルボンディング情報によってＭＵ送信に利
用可能であると示された前記１つまたは複数のチャネル上で送信されるべきデータを出力
するようにさらに構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するように構成された第１のインタ
ーフェースと、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するように構成された処理システ
ムと、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力するように構成された第２のインターフェースと、
　を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記決定は、前記チャネルボンディング情報における１ビットに少なくとも基づく、Ｃ
１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
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　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記処理システムは、前記フレームのサービスフィールドの１または複数ビットを介し
て前記チャネルボンディング情報を取得するように構成され、
　前記処理システムが、スクランブラ初期化のために前記サービスフィールドの前記１ま
たは複数ビットを使用するように構成される、または
　前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１ビットが、パ
リティビットを備え、前記処理システムが、前記チャネルボンディング情報において誤り
を検出するために前記パリティビットを使用するように構成される、
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、
　前記インデックスの異なる値が、前記装置によるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数
のチャネルの異なる組合せにマッピングし、
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づき、
　前記処理システムは、前記インデックスに少なくとも部分的に基づいて、ＭＵ通信に利
用可能な前記１つまたは複数のチャネルを決定するように構成される、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、
　前記処理システムは、前記ビットマップにおける各ビットに基づいて、対応するチャネ
ルがＭＵ通信に利用可能であるかどうかを決定する、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のインターフェースは、ビーコンまたはターゲットウェイクアップ時間（ＴＷ
Ｔ）要素のうちの少なくとも１つを取得するようにさらに構成され、
　前記処理システムは、前記ビーコン、前記ＴＷＴ要素、または前記フレームのうちの少
なくとも１つにおけるインジケーションに基づいて、前記装置への前記１つまたは複数の
チャネルの割り当てを決定するように構成され、前記インジケーションは、ある量の時間
の間、有効である、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成すること
と、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２７］
　前記チャネルボンディング情報は、前記１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可
能であるか否かを示す少なくとも１ビットを備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ２７に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記フレームは、第１のタイプの少なくとも１つのワイヤレスノード、および第２のタ
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イプの少なくとも１つのワイヤレスノードによって復号可能であり、
　前記チャネルボンディング情報は、前記少なくとも１つの第２のタイプのワイヤレスノ
ードによって復号可能であるが、前記少なくとも１つの第１のタイプのワイヤレスノード
によって復号可能でない、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記フレームは、送信要求（ＲＴＳ）または送信可（ＣＴＳ）フレームを備える、Ｃ２
６に記載の方法。
［Ｃ３１］
　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複数
ビットを介して提供される、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３２］
　スクランブラ初期化のために前記サービスフィールドの前記１または複数ビットを使用
することをさらに備える、Ｃ３１に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するためにパリティビット
として前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つを使用
することをさらに備える、Ｃ３１に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、前記インデックスの異なる値は
、前記１つまたは複数のワイヤレスノードによるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数の
チャネルの異なる組合せにマッピングする、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３５］
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づく、Ｃ３４に記載の方法。
［Ｃ３６］
　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、前記ビットマップにおける各ビ
ットは、対応するチャネルがＭＵ通信に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ２６に記載の
方法。
［Ｃ３７］
　別の装置から要求を取得することと、前記要求を取得した後に前記チャネルボンディン
グ情報を有する前記フレームを生成することと、をさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記チャネルボンディング情報によってＭＵ通信に利用可能であると示された前記１つ
または複数のチャネル上で送信されたデータを取得することをさらに備える、Ｃ２６に記
載の方法。
［Ｃ３９］
　前記１つまたは複数のチャネル上で送信された前記取得されるデータは、複数のワイヤ
レスノードから取得される、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記１つまたは複数のワイヤレスノードへの前記１つまたは複数のチャネルの割り当て
のインジケーションを提供することをさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記インジケーションは、ビーコン、ターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）要素、
または前記フレームのうちの少なくとも１つにおいて提供される、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記インジケーションは、ある量の時間の間、有効である、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４３］
　前記チャネルボンディング情報によってＭＵ通信に利用可能であると示された前記１つ
または複数のチャネル上で送信されるべきデータを出力することをさらに備える、Ｃ２６
に記載の方法。
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［Ｃ４４］
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得することと、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定することと、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力することと、
　を備える、方法。
［Ｃ４５］
　前記決定は、前記チャネルボンディング情報における１ビットに少なくとも基づく、Ｃ
４４に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ４５に記載の方法。
［Ｃ４７］
　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複数
ビットを介して取得され、
　スクランブラ初期化のために前記サービスフィールドの前記１または複数ビットを使用
すること、または
　前記チャネルボンディング情報において誤りを検出するためにパリティビットとして前
記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１ビットを使用する
こと、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ４８］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、
　前記インデックスの異なる値が、前記装置によるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数
のチャネルの異なる組合せにマッピングし、
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づき、
　ＭＵ通信に利用可能な前記１つまたは複数のチャネルの前記決定は、前記インデックス
に少なくとも部分的に基づく、
　Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、
　前記ビットマップにおける各ビットに基づいて、対応するチャネルがＭＵ通信に利用可
能であるかどうかを決定すること、
　をさらに備える、Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ５０］
　ビーコンまたはターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）要素のうちの少なくとも１つ
を取得することと、
　前記ビーコン、前記ＴＷＴ要素、または前記フレームのうちの少なくとも１つにおける
インジケーションに基づいて、前記装置への前記１つまたは複数のチャネルの割り当てを
決定することと、ここにおいて、前記インジケーションは、ある量の時間の間、有効であ
る、
　をさらに備える、Ｃ４４に記載の方法。
［Ｃ５１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成するため
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の手段と、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ５２］
　前記チャネルボンディング情報は、前記１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可
能であるか否かを示す少なくとも１ビットを備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ５２に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記フレームは、第１のタイプの少なくとも１つのワイヤレスノード、および第２のタ
イプの少なくとも１つのワイヤレスノードによって復号可能であり、
　前記チャネルボンディング情報は、前記少なくとも１つの第２のタイプのワイヤレスノ
ードによって復号可能であるが、前記少なくとも１つの第１のタイプのワイヤレスノード
によって復号可能でない、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記フレームは、送信要求（ＲＴＳ）または送信可（ＣＴＳ）フレームを備える、Ｃ５
１に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複数
ビットを介して提供される、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５７］
　スクランブラ初期化のために前記サービスフィールドの前記１または複数ビットを使用
するための手段をさらに備える、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記チャネルボンディング情報においてあらゆる誤りを検出するためにパリティビット
として前記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１つを使用
するための手段をさらに備える、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、前記インデックスの異なる値は
、前記１つまたは複数のワイヤレスノードによるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数の
チャネルの異なる組合せにマッピングする、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づく、Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、前記ビットマップにおける各ビ
ットは、対応するチャネルがＭＵ通信に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ５１に記載の
装置。
［Ｃ６２］
　別の装置から要求を取得するための手段と、
　前記要求を取得した後に前記チャネルボンディング情報を有する前記フレームを生成す
るための手段と、
　をさらに備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記チャネルボンディング情報によってＭＵ通信に利用可能であると示された前記１つ
または複数のチャネル上で送信されたデータを取得するための手段をさらに備える、Ｃ５
１に記載の装置。
［Ｃ６４］
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　前記データを取得するための手段は、複数のワイヤレスノードから前記データを取得す
るように構成される、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記１つまたは複数のワイヤレスノードへの前記１つまたは複数のチャネルの割り当て
のインジケーションを提供するための手段をさらに備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記インジケーションを提供するための手段は、ビーコン、ターゲットウェイクアップ
時間（ＴＷＴ）要素、または前記フレームのうちの少なくとも１つにおいて前記インジケ
ーションを提供するように構成される、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記インジケーションは、ある量の時間の間、有効である、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記チャネルボンディング情報によってＭＵ通信に利用可能であると示された前記１つ
または複数のチャネル上で送信されるべきデータを出力するための手段をさらに備える、
Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するための手段と、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するための手段と、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ７０］
　前記決定するための手段は、前記チャネルボンディング情報における１ビットに少なく
とも基づいて、ＭＵ通信に利用可能な前記１つまたは複数のチャネルを決定するように構
成される、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７１］
　前記少なくとも１ビットは、前記１つまたは複数のチャネルに対応する複数ビットを備
え、各ビットは、前記対応する１つまたは複数のチャネルがＭＵ通信に利用可能であるか
否かを示す、Ｃ７０に記載の装置。
［Ｃ７２］
　前記チャネルボンディング情報は、前記フレームのサービスフィールドの１または複数
ビットを介して取得され、
　スクランブラ初期化のために前記サービスフィールドの前記１または複数ビットを使用
するための手段、または
　前記チャネルボンディング情報において誤りを検出するためにパリティビットとして前
記サービスフィールドの前記１または複数ビットのうちの少なくとも１ビットを使用する
ための手段、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７３］
　前記チャネルボンディング情報はインデックスを備え、
　前記インデックスの異なる値が、前記装置によるＭＵ通信に利用可能な１つまたは複数
のチャネルの異なる組合せにマッピングし、
　前記インデックスにおけるビット数は、基本サービスセット（ＢＳＳ）帯域幅に少なく
とも部分的に基づき、
　前記決定するための手段は、前記インデックスに少なくとも部分的に基づいて、ＭＵ通
信に利用可能な前記１つまたは複数のチャネルを決定するように構成される、
　Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７４］
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　前記チャネルボンディング情報はビットマップを備え、
　前記ビットマップにおける各ビットに基づいて、対応するチャネルがＭＵ通信に利用可
能であるかどうかを決定するための手段、
　をさらに備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７５］
　ビーコンまたはターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）要素のうちの少なくとも１つ
を取得するための手段と、
　前記ビーコン、前記ＴＷＴ要素、または前記フレームのうちの少なくとも１つにおける
インジケーションに基づいて、前記装置への前記１つまたは複数のチャネルの割り当てを
決定するための手段と、ここにおいて、前記インジケーションは、ある量の時間の間、有
効である、
　をさらに備える、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７６］
　装置によるワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成すること
と、
　送信のために前記フレームを出力することと、
　のための命令を記憶している、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７７］
　装置によるワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得することと、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定することと、
　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記チャネルのうちの前記１つまたは複数上で
の送信のためにデータを出力することと、
　のための命令を記憶している、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７８］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　１つまたは複数のワイヤレスノードによるマルチユーザ（ＭＵ）通信に利用可能な１つ
または複数のチャネルを示すチャネルボンディング情報を有するフレームを生成するよう
に構成された処理システムと、
　前記フレームを送信するように構成された送信機と、
　を備える、アクセスポイント（ＡＰ）。
［Ｃ７９］
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスノードであって、
　チャネルボンディング情報を備えるフレームを取得するように構成された受信機と、
　前記フレームに含まれる前記チャネルボンディング情報に基づいて、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）通信に利用可能な１つまたは複数のチャネルを決定するように構成された処理システ
ムと、
　　ＭＵ通信に利用可能であると決定された前記１つまたは複数のチャネル上でデータを
送信するように構成された送信機と、
　を備える、ワイヤレスノード。
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